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ｐ－M法の基準案について
• 第３回高度化検討分科会（R2.7.10開催）資料６－２

附属書5 減肉の評価区分Ⅱの供用適性評価の全体構成と根拠で示

したとおり、以下を評価対象とするｐ－M法の基準案を作成した。

なお、本基準案において、API法について採用する場合には、別途の対応を行う。

＜ｐ－M法の評価対象＞
① 直管の単独の減肉

１）外表面の減肉
２）内表面の減肉

② 直管の複数の減肉
１）内表面と外表面で重なり

合わない複数の減肉
２）内表面と外表面で重なり

合う複数の減肉

③ 曲げ管の減肉
１）内圧＋面内曲げ
２）内圧＋面外曲げ

④ ノズル近傍の減肉 2



ｐ－Ｍ法の基準案と委託事業の関係及び
データ検証について
• METI委託事業との関係：

別添 第１９回供用適性評価規格委員会（H27.7.29開催）参考
資料③を参照のこと。

• ｐ－Ｍ法の評価対象ごとに、データ検証を論文又は発表論文で
行っている。以下に評価対象ごとのｐ－Ｍ線図によるデータ検
証を示す。これらにより、各ｐ－M法の妥当性は検証されてい
る。
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単独減肉のためのｐ－M法のデータ検証

Konosuら、ASME JPVT131, 2009より
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複数減肉のためのｐ－M法のデータ検証

〇複数欠陥（重なり合わない欠陥どおし）

Konosuら、ASME JPVT132, 2010より

〇複数欠陥（内面と外面でオーバーラップする欠陥）

Konosuら、ASME JPVT133, 2011より 5



曲げ管のｐ－M法のデータ検証
〇内圧＋面内曲げを受ける曲げ管

Oyamadaら、NED247,2012より Oyamadaら、ASME PVP2012-78207より

〇内圧＋面外曲げを受ける曲げ管
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ノズル近傍の減肉のｐ－M法のデータ検証

Oyamadaら、ASME PVP2015-45512より 7


